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若者自身が 
参加、企画、実現し 
魅力を生み出す 

まちに 
未来の長岡を担う 

 

子どもたちを育てる 
 

質の高い教育環境に 

長岡で頑張っている 
産業を応援。 
新たな起業や 

産業の誘致を促進し 
「働く場」を確保 

Ⅱ 

Ⅲ Ⅰ 
 
   ※リジュベネーション（rejuvenation） 
                                ：若返り、元気回復 

 
  
  地方創生にあたり 
                   大切にしたこと  
 

 
       
 
 

数値では計れない、若者の
ふるさとへの愛着と誇りを
もってもらうための、10年
20年先を見据えた施策を
行います。 
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【理念】 
志を 

未来に活かす 
ながおか 

【戦略１】 
若者定着 

【戦略２】 
子育て 

【戦略７】 
連 携 

【戦略３】 
教 育 

【戦略４】 
働 く 

【戦略５】 
交 流 

【戦略６】 
安全安心 



人口の将来展望 
長岡市が目指す姿 

合計特殊出生率を1.50から2.19へ。 
若者流出を防ぎ、人口減少を食い止
め、その後は人口維持します 

235,232人 

218,190人 

今のままでは… 
人口が2040年（平成52年）には21万8千人程度に
なり、その後、減少し続けます。 
（国立社会保障・人口問題研究所による推計） 

長岡市の人口の将来展望 
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戦 略 目 標 

戦略１ 
若者定着 

若者の地元定着やＵ・Ｉターン
を促進するため、若者自らが
魅力を生み出すまちづくりを
進めます。 

若者世代（10～39歳）の将来の転入超

過を目指し、現在の転出超過の幅を可能
な限り抑制します。 
若者会議の提案をより多く実現します。 

戦略２ 
子育て 

子育て環境を整備し、長岡で
子どもを産み育てたいと思う
人を増やすとともに、出生率
を上げ、人口減少に歯止めを
かけます。 

2040年での合計特殊出生率2.19を目

指し、合計特殊出生率を徐々に上げてい
きます。 

戦略３ 
教育 

米百俵の精神で、質の高い
教育と教育環境の整備を進
め、長岡に住み続けたい人、
長岡に帰って来たい人、未来
の長岡を背負って立つ人を育
てます。 

ふるさとへの愛着と誇りを持ち、様々な立
場で長岡を支えることのできる柔軟でたく
ましい人材を育てます。 
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戦 略 目 標 

戦略４ 
働 く 

雇用の維持・拡大を図るため
産官学金の総合力で産業活
性化を推進します。特に、頑
張っている地元企業・地場産
業を重点的に支援します。 

市内事業所数及び従業者数の減少傾向
に歯止めをかけ、現状の従業者数を維
持します。 

農林水産業の担い手の確保と経営基盤
の強化をより一層進めます。 

戦略５ 
交 流 

長岡の歴史、文化、自然、特
産品を、市民とともに磨き上
げ、広く国内外に情報発信し、
「長岡ファン」を増やすことで、
ひと・モノ・情報の交流を拡大
します。 

交流人口を年々増加させるとともに長岡
の認知度を高めます。 
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戦 略 目 標 

戦略６ 
安全安心 

市民の誰もが安全・安心で、
いつまでも健やかで元気に暮
らし続けられる、地域主体の
個性豊かなコミュニティづくり
をすることで、住みたい、住み
続けたいと思うまちづくりを推
進します。 

健康寿命の延伸を図ります。 

自主防災会の結成率92％を可能な限り
100％に近づけます。 

戦略７ 
交 流 

近隣・関係市町村や大都市
圏、さらには姉妹都市などの
国際的な交流も視野に入れ、 
広域連携を進めて、交流人口
を増やします。 

近隣自治体及び姉妹都市等との連携事
業を拡大します。 
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目標 計画当初 
（Ｈ27） 

目標 
（Ｈ31） 最新値 評価 

若者世代（10～39歳）の将来の

転入超過を目指し、現在の転
出超過の幅を可能な限り抑制
します。 

転出超過 
年500人  
（Ｈ25） 

転出超過 
年300人 

転出超過 
年251人 
（Ｈ29） 

○ 
現時点は 
達成 

若者会議の提案をより多く実現
します。 ― 

５年間で 
10件程度 

21件 
（Ｈ27~29） 

○ 
達成 

若者会議 
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 社会減が縮小傾向 
  

 
 「職業」を理由とした転出が減少 
  （県内の求人増加が要因か） 

 
 

 15～24歳の県外からの転入が増加 
   Ｈ24：95人 ⇒ Ｈ28：181人 
  （長岡造形大学の公立化が要因か） 

 
   
 自然減は拡大傾向 
  （出生数は減少、死亡数は増加傾向） 
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 県内では転入超過 
  （職業を理由とした転入） 

 
 転出先は関東地方が最多 
  （職業を理由とした転出） 

 
 若者世代（10～39歳）で、 
  移動総数の約７割を占める 
 
 若者定着に焦点をあてた対策

が必要であり、出生数の増加
策としても、有効 

   
 

参考：都道府県人口移動状況 
（平成２８年度） 
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目標 計画当初 
（Ｈ27） 

目標 
（Ｈ31） 最新値 評価 

2040年での合計特殊出生率
2.19を目指し、合計特殊出生率

を徐々に上げていきます。 

合計特殊
出生率 
1.50 

（Ｈ25） 
1.64 

1.47 
（Ｈ28） 

× 
下降 

ふるさとへの愛着と誇りを持ち、
様々な立場で長岡を支えること
のできる柔軟でたくましい人材
を育てます。 

  

小学生ロボコン大会  子育ての駅とちお「すくすく」 
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 上昇傾向にあるものの、全国や県に比べ、市の向上率が低い。 
 

 全市域に拡大した子育ての駅や、保育環境の整備等といった子育て支援、 
  「ながおか働き方プラス応援プロジェクト」によるワークライフバランスの推進による 
  仕事と家庭生活の両立支援など、総合的に取組を進める。  

合計特殊 
出生率 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ21比 

全国 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 1.40 1.45 1.44 0.07p増 

新潟県 1.37 1.43 1.41 1.43 1.44 1.43 1.44 1.43 0.06p増 

長岡市 1.44 1.43 1.50 1.48 1.50 1.50 1.45 1.47 0.03p増 
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目標 計画当初 
（Ｈ27） 

目標 
（Ｈ31） 最新値 評価 

市内事業所数及び従業者数
の減少傾向に歯止めをかけ、
現状の従業者数を維持しま
す。 

従業者数 
約132,000人 

（Ｈ24） 
132,000人
を維持 

133,478人 
（Ｈ28） 

○ 
現時点は 
達成 

農林水産業の担い手の確保
と経営基盤の強化をより一
層進めます。 

担い手農家
の農地利用

割合 
57.2％ 

（Ｈ27.3） 

70％ 
60.78％ 
（Ｈ29.3） 

○ 
上向き 

長岡工業高等専門学校が企業を見学  
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目標 計画当初 
（Ｈ27） 

目標 
（Ｈ31） 最新値 評価 

交流人口を年々増加させる
とともに長岡の認知度を高
めます。 

観光入込客数 
768万人 
（Ｈ26） 

800万人 713万人 
（Ｈ29見込） 

× 
下降 

認知度 
79.9％ 
（Ｈ26） 

90％ 
72.4％ 
（Ｈ29） 

× 
下降 

 火焔型土器の東京オリパラの聖火台への採用活動や、日本農業遺産、日本遺産など
を活用し、長岡の認知度向上を目指す。 

 

日本農業遺産「雪の恵みを活かした稲作・養鯉システム」  信濃川火焔街道協議会  
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目標 計画当初 
（Ｈ27） 

目標 
（Ｈ31） 最新値 評価 

健康寿命の延伸を図ります。 

自主防災会の結成率92％を可
能な限り100％に近づけます。 

92％ 
（Ｈ27. 4） 

100％に 

近づける 

92. 11％ 
（Ｈ30. 4） 

△ 
横這い 

近隣自治体及び姉妹都市等と
の連携事業を拡大します。 

  

タニタカフェで健康講座   
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Ⅰ　長岡リジュベネーション
～長岡若返り戦略～について
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若者自身が

参加、企画、実現し

魅力を生み出す

まちに

未来の長岡を担う



子どもたちを育てる



質の高い教育環境に

長岡で頑張っている

産業を応援。

新たな起業や

産業の誘致を促進し

「働く場」を確保





Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ


　　　※リジュベネーション（rejuvenation）

                                ：若返り、元気回復



　

　 地方創生にあたり

                   大切にしたこと 




　　　　　　



数値では計れない、若者のふるさとへの愛着と誇りをもってもらうための、10年20年先を見据えた施策を行います。











Ⅰ　長岡リジュベネーション
～長岡若返り戦略～について
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【理念】

志を

未来に活かす

ながおか

【戦略１】

若者定着

【戦略２】

子育て

【戦略７】

連　携

【戦略３】

教　育

【戦略４】

働　く

【戦略５】

交　流

【戦略６】

安全安心











人口の将来展望



長岡市が目指す姿

合計特殊出生率を1.50から2.19へ。

若者流出を防ぎ、人口減少を食い止め、その後は人口維持します

235,232人



218,190人

今のままでは…

人口が2040年（平成52年）には21万8千人程度になり、その後、減少し続けます。

（国立社会保障・人口問題研究所による推計）





長岡市の人口の将来展望
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Ⅱ　各数値目標について


6







		戦　略				目　標

		戦略１
若者定着		若者の地元定着やＵ・Ｉターンを促進するため、若者自らが魅力を生み出すまちづくりを進めます。		若者世代（10～39歳）の将来の転入超過を目指し、現在の転出超過の幅を可能な限り抑制します。

						若者会議の提案をより多く実現します。

		戦略２
子育て		子育て環境を整備し、長岡で子どもを産み育てたいと思う人を増やすとともに、出生率を上げ、人口減少に歯止めをかけます。		2040年での合計特殊出生率2.19を目指し、合計特殊出生率を徐々に上げていきます。

		戦略３
教育		米百俵の精神で、質の高い教育と教育環境の整備を進め、長岡に住み続けたい人、長岡に帰って来たい人、未来の長岡を背負って立つ人を育てます。		ふるさとへの愛着と誇りを持ち、様々な立場で長岡を支えることのできる柔軟でたくましい人材を育てます。













Ⅱ　各数値目標について
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		戦　略				目　標

		戦略４
働　く		雇用の維持・拡大を図るため産官学金の総合力で産業活性化を推進します。特に、頑張っている地元企業・地場産業を重点的に支援します。		市内事業所数及び従業者数の減少傾向に歯止めをかけ、現状の従業者数を維持します。

						農林水産業の担い手の確保と経営基盤の強化をより一層進めます。

		戦略５
交　流		長岡の歴史、文化、自然、特産品を、市民とともに磨き上げ、広く国内外に情報発信し、「長岡ファン」を増やすことで、ひと・モノ・情報の交流を拡大します。		交流人口を年々増加させるとともに長岡の認知度を高めます。













Ⅱ　各数値目標について
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		戦　略				目　標

		戦略６
安全安心		市民の誰もが安全・安心で、いつまでも健やかで元気に暮らし続けられる、地域主体の個性豊かなコミュニティづくりをすることで、住みたい、住み続けたいと思うまちづくりを推進します。		健康寿命の延伸を図ります。

						自主防災会の結成率92％を可能な限り100％に近づけます。

		戦略７
交　流		近隣・関係市町村や大都市圏、さらには姉妹都市などの国際的な交流も視野に入れ、
広域連携を進めて、交流人口を増やします。		近隣自治体及び姉妹都市等との連携事業を拡大します。
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Ⅱ　戦略１　若者定着

		目標		計画当初
（Ｈ27）		目標
（Ｈ31）		最新値		評価

		若者世代（10～39歳）の将来の転入超過を目指し、現在の転出超過の幅を可能な限り抑制します。		転出超過
年500人 
（Ｈ25）		転出超過
年300人		転出超過
年251人
（Ｈ29）		○
現時点は
達成

		若者会議の提案をより多く実現します。		―		５年間で
10件程度		21件
（Ｈ27~29）		○
達成





若者会議
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Ⅱ　戦略１　若者定着

社会減が縮小傾向

　



「職業」を理由とした転出が減少

　　（県内の求人増加が要因か）





15～24歳の県外からの転入が増加

　　　Ｈ24：95人　⇒　Ｈ28：181人

　　（長岡造形大学の公立化が要因か）



　　

自然減は拡大傾向

　　（出生数は減少、死亡数は増加傾向）
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転入土台	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	6767	6451	6250	6070	5976	6324	6684	6328	6551	6547	6850	転出差	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	631	530	508	416	360	646	487	825	807	66	251	出生土台	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2347	2323	2198	2282	2250	2151	2182	2053	2093	1961	1858	転   入	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	6767	6451	6250	6070	5976	6324	6684	6328	6551	6547	6850	転   出	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	7398	6981	6758	6486	6336	6970	7171	7153	7358	6613	7101	







出生土台	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2347	2323	2198	2282	2250	2151	2182	2053	2093	1961	1858	死亡差	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	537	384	660	765	996	1130	1106	1309	1205	1414	1614	出   生	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2347	2323	2198	2282	2250	2151	2182	2053	2093	1961	1858	死   亡	19	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2884	2707	2858	3047	3246	3281	3288	3362	3298	3375	3472	
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Ⅱ　戦略１　若者定着



県内では転入超過

　　（職業を理由とした転入）



転出先は関東地方が最多

　　（職業を理由とした転出）



若者世代（10～39歳）で、

　　移動総数の約７割を占める



若者定着に焦点をあてた対策が必要であり、出生数の増加策としても、有効

　　



参考：都道府県人口移動状況

（平成２８年度）
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Ⅱ　戦略２　子育て

　　 戦略３　教　育

		目標		計画当初
（Ｈ27）		目標
（Ｈ31）		最新値		評価

		2040年での合計特殊出生率2.19を目指し、合計特殊出生率を徐々に上げていきます。		合計特殊出生率
1.50
（Ｈ25）		1.64		1.47
（Ｈ28）		×
下降

		ふるさとへの愛着と誇りを持ち、様々な立場で長岡を支えることのできる柔軟でたくましい人材を育てます。		 						





小学生ロボコン大会　



子育ての駅とちお「すくすく」
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Ⅱ　戦略２　子育て

　　 戦略３　教　育

上昇傾向にあるものの、全国や県に比べ、市の向上率が低い。



全市域に拡大した子育ての駅や、保育環境の整備等といった子育て支援、

　　「ながおか働き方プラス応援プロジェクト」によるワークライフバランスの推進による

　　仕事と家庭生活の両立支援など、総合的に取組を進める。　

		合計特殊
出生率		Ｈ21		Ｈ22		Ｈ23		Ｈ24		Ｈ25		Ｈ26		Ｈ27		Ｈ28		Ｈ21比

		全国		1.37		1.39		1.39		1.41		1.43		1.40		1.45		1.44		0.07p増

		新潟県		1.37		1.43		1.41		1.43		1.44		1.43		1.44		1.43		0.06p増

		長岡市		1.44		1.43		1.50		1.48		1.50		1.50		1.45		1.47		0.03p増
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Ⅱ　戦略４　働　く

		目標		計画当初
（Ｈ27）		目標
（Ｈ31）		最新値		評価

		市内事業所数及び従業者数の減少傾向に歯止めをかけ、現状の従業者数を維持します。		従業者数
約132,000人
（Ｈ24）		132,000人を維持		133,478人
（Ｈ28）		○
現時点は
達成

		農林水産業の担い手の確保と経営基盤の強化をより一層進めます。		担い手農家の農地利用割合
57.2％
（Ｈ27.3）		70％		60.78％
（Ｈ29.3）		○
上向き





長岡工業高等専門学校が企業を見学　
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Ⅱ　戦略５　交　流



		目標		計画当初
（Ｈ27）		目標
（Ｈ31）		最新値		評価

		交流人口を年々増加させるとともに長岡の認知度を高めます。		観光入込客数
768万人
（Ｈ26）		800万人		713万人
（Ｈ29見込）		×
下降

				認知度
79.9％
（Ｈ26）		90％		72.4％
（Ｈ29）		×
下降



火焔型土器の東京オリパラの聖火台への採用活動や、日本農業遺産、日本遺産などを活用し、長岡の認知度向上を目指す。



日本農業遺産「雪の恵みを活かした稲作・養鯉システム」　

信濃川火焔街道協議会　
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Ⅱ　戦略６　安全安心

　　 戦略７　連　携

		目標		計画当初
（Ｈ27）		目標
（Ｈ31）		最新値		評価

		健康寿命の延伸を図ります。								

		自主防災会の結成率92％を可能な限り100％に近づけます。		92％
（Ｈ27. 4）		100％に
近づける		92. 11％
（Ｈ30. 4）		△
横這い

		近隣自治体及び姉妹都市等との連携事業を拡大します。		 						





タニタカフェで健康講座　　
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出生死亡状況





出生土台	平成19年度	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2347	2323	2198	2282	2250	2151	2182	2053	2093	1961	1858	死亡差	平成19年度	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	537	384	660	765	996	1130	1106	1309	1205	1414	1614	出   生	平成19年度	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2347	2323	2198	2282	2250	2151	2182	2053	2093	1961	1858	死   亡	平成19年度	20	21	22	23	24	25	26	27	28	29	2884	2707	2858	3047	3246	3281	3288	3362	3298	3375	3472	
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